
別紙－２ 

テーマごとのシーズ提供者と技術の名称 

 

テーマNo. ニーズ シーズ提供者 技術の名称 

Ｎｏ．１ 橋梁の効率的な点検技術 

株式会社ＪＲ西日本レールテック 
新技術活用による橋梁点検のコスト縮減に向けたご提

案 

キヤノン株式会社 
キヤノン インスペクション EYE for インフラ Cloud 

Edition 

日本工営株式会社 ＡＩ橋梁点検ツール HASHImiru 

株式会社エアーム 
インフラ構造物の調査点検・維持管理ソリューション 

Panoca 

株式会社コクリエ 小規模橋梁の点検ガイドライン「基本定期点検」 

DataLabs株式会社 Markly（マークリー） 

テクノハイウェイ株式会社 損傷検出ＡＩと連携可能な損傷図作成アプリケーション 

Ｎｏ．２ 新技術の導入による補修等のコスト縮減 

アルファペイント株式会社 セレクトコートさび鉄構造物リニューアル工法 

株式会社オリエンタルコンサルタンツ 
地元企業と連携した橋梁群の包括的な維持管理のス

キーム 

株式会社南組 溶存酸素低減型断面修復材 サビケン 

Ｎｏ．３ 河川管理施設の遠隔化・自動化 

国立大学法人筑波大学 
固定費（通信費・電気代）不要の可搬型無線遠隔監

視・操作システム 

株式会社ＩＨＩインフラスクエア 水門自動操作システム・簡易電動化装置 

ＮＳＷ株式会社 
河川管理施設のスマート遠隔監視・点検ソリューション

（LiLz Gauge／ZeugMa／ugo） 

 

 

 

 


